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				このページは校正済みです
與へられたるものゝ證たるや――若し余にして一般他人と同樣のものならんには、如何でか自家の用務を放棄し、又た忍耐して幾星霜の久しき、自己の用務の曠廢を看過し、而して苑も諸君の父兄たるかの如く、一個人として來りて諸君の用務を爲し、諸君に道義を說き之れを勵ますことを爲さんや。余は云はん、之れ决して人性に似ざるなり。而して若し余にして報酬を得、或は余の勸勵は、金錢等の報酬を得たりしならんには、余の爲す所は爲めにする所ありしなるべし。然りと雖諸君の知れる如く、余の無思慮なる吿發者等の如きすら、余が報酬を求めたりと敢て云ふものあらざるなり。彼等决して之れを證せざるなり。而して余は余の言の眞理なるの證明者を有せり、乃ち余の貧乏なることは之れ十分なる證明者たるなり。

或者は余が何故に一個人として諸方に至り、或は忠吿を與へ、或は自ら他人の事を爲し、而も公衆の前に出づることなく、又たは國家に忠吿を與へんともせざるやを驚き、其理由を問ふものあらん。此事に就いて余は其理由を諸君に語るべし。諸君は、余が數々神託或は異徵なるもの余に











[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Platon_zenshu_01.pdf/819&oldid=152834」から取得
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	        このページに他の言語版はありません。
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